
剣道実施要項
１．日時　　　９月６日（土）
２．会場　　　鹿児島県総合体育センター体育館
３．チーム編成
（１）団体戦エントリー

①男子…監督１名、選手５名（先鋒、次鋒、中堅、副将、大将）、計６名とする。
なお、２名までの補欠選手を別途加えることができる。
女子…監督１名、選手３名（先鋒、中堅、大将）、計４名とする。

なお、１名までの補欠選手を別途加えることができる。
②団体戦にエントリーした選手男女（補欠含）は、個人戦にも出場する。

（２）個人戦のみのエントリー
男子…監督１名、選手１名、計２名とする。
女子…監督１名、選手１名、計２名とする。
※なお、（１）（２）ともエントリーする場合も、男子の監督１名（兼任）、女子の監督１名（兼任）とする。
４．参加資格
（１）昭和５４年４月１日以降に出生した者。
（２）平成２６年からひきつづき該当市町村団に所属する者。
（３）地域で活動する青年を参加対象とする。
（４）参加資格に、オーバーエイジ枠（以降ＯＡと表記）を設ける（昭和５４年４月１日より前に出生した者の参加を一部認める）。参加人数は下記のとおりとする。

（５）学生及びＯＡの参加は登録選手のうち男子は２名以内、女子は１名とする。ただし、この人数は学生及びＯＡを合わせた人数となっていることを注意すること。また、全日本学生剣道連盟に加盟するものは参加できない。なお、個人戦のみのエントリーはできない。
（６）過去において、次にかかげる大会に出場した者は参加できない。
（ア）国際大会ならびに全日本選手権大会
（イ）国民体育大会剣道競技
（ウ）全日本都道府県対抗優勝大会
（エ）全国教職員大会
（オ）全国警察官大会
（７）出場者は、剣道具の垂中央に黒または紺色に白ぬきで市町村名（横書き）、姓（縦書き）を明記した布製の名札を必ず着けること。
　　※名札については主催者と剣道連盟が協議し認めたものとする。
　　　　　　　　　　　　　　　〔例〕
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（８）平成２１年１０月１日～２６年９月３０日において、国内外で職業競技者（演技者・技術者）としての活動実績を有する者は本大会に参加できない。
（９）無資格の選手を発見したときは、団体戦はチーム全員、個人戦は当該選手を失格とする。
５．試合方法
（１）試合は、一般財団法人全日本剣道連盟剣道試合・審判規則とその細則による。
ア．団体戦、個人戦ともトーナメント方式により行う。
イ．団体戦の試合は、３本勝負とし、試合時間は男子５分、女子３分とする。試合時間内に勝敗が決しない場合は、延長戦を行い、男子３分、女子２分の１本勝負を１回行う。延長戦で勝敗の決しない場合は引き分けとする。ただし、団体戦の勝敗が決定している場合は、以後の延長戦は行わない。

なお、同勝者数、同本数の場合は、代表者戦を行い、１本勝負、試合時間を区切らず勝敗の決するまで行う。代表者戦は、先鋒～大将の中より任意に選出して行う。

ウ．個人戦の試合は、３本勝負とし、試合時間は男子５分、女子３分とする。試合時間内に勝敗が決しない場合は、延長戦を行い、男子３分、女子２分の１本勝負を１回行う。延長戦で勝敗の決しない場合は判定により決する。

なお、準決勝戦・決勝戦の延長は試合時間を区切らず勝敗の決するまで行う。

エ．竹刀の計量、検査については大会当日実施する。竹刀の長さ、重さ、太さは下記の通りとする。

男子………長さ１２０㎝以下、重さ５１０ｇ以上、太さ２６㎜以上
女子………長さ１２０㎝以下、重さ４４０ｇ以上、太さ２５㎜以上

オ．補欠選手と正選手との交代は、ケガ・病気等の理由により、そのポジションにおいて１回のみの交代ができる。それ以外のオーダーの変更はできない。なお、交代したポジションにおける再度の交代はできない。
（２）試合者は胴紐の交差点に主催者側で用意した赤または白の目印を中央から二つ折りにして着けること。
（３）試合場に入ることが認められるのは、競技者及び監督のみとする。この場合の服装は、剣道着もしくは各市町村選手団のユニフォームに限る。なお、ユニフォームがない場合は、事前に主催者に申し出ること。
６．試合運営上留意すべき事項
（１）サポーターなどの使用は、医療上必要と認める場合に限り、見苦しくなく、かつ相手に危害を加えない範囲において、これを認める。
（２）面紐の長さは結び目から約４０㎝以内とする。
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